後見業務日誌記載例

報告日：令和　８年　４月（令和８年１月　～　令和８年３月分）　　被後見人等（　美咲　花子　）
	
	項目
	状況

	１月　　２５日（　）
	■訪問　☐電話　☐文書　
☐その他（　　　　　　）
場所：軽費老人ホーム
時間：13：30～14：30
立会人：施設職員
移動距離：40ｋｍ
後見事務費：交通費
	本人の居室で面会。昔住んでいた自宅のこと、亡夫のことを繰り返し話される。普段通りの落ち着いた雰囲気で話をされる。何か困っていることや聞いてほしいことはないか聞くと、娘に絵葉書を送ってほしいと渡される。急がないから都合がいい時に送ってほしいとのこと。

	１月　３０日（　）
	☐訪問　■電話　■文書　
☐その他（　　　　　　）
場所：
時間：10：00
立会人：
移動距離：
後見事務費：通信費
	遠方に住む娘から電話が入る。最近の本人の様子はどうかと聞かれる。先日の面会の様子を伝えたところ、本人から手紙を預かっている為、送付する旨を伝える。
施設訪問時に預かっていた絵葉書を娘宛てに郵送する。

	２月　２５日（　）
	■訪問　☐電話　☐文書　
☐その他（　　　　　　）
場所：有料老人ホーム
時間：13：30～14：30
立会人：施設職員
移動距離：40ｋｍ
後見事務費：
交通費・郵便切手代
	本人の居室で面会。昔住んでいた自宅のこと、亡夫のことを繰り返し話される。１月２０日の施設訪問時に預かっていた絵葉書を送ったことを伝えるが、「そんなこと頼んでないよ」と不思議そうにしていた。
面接後、施設職員に本人の様子を伝えたところ、以前に比べて、物忘れが激しくなってきているように思う。次回の受診の結果を受けて、支援者会議を開催する予定とのことであった。

	３月　５日（　）
	☐訪問　■電話　☐文書　
■その他（受診同行）
場所：〇○病院
時間：13：00～15：00
立会人：
移動距離：10km
後見事務費：交通費
	定期受診にはいつも娘が同行していたが、急用で対応できない為、付き添ってあげて欲しいと頼まれる。本人は施設から病院までタクシーで移動。病院前で合流する。受診の結果、以前よりも物忘れが進んでいるとのこと。タクシーを手配し、本人を施設まで送るよう依頼する。
本人と解散した後、受診結果を施設・娘に伝えた。



身上保護担当　後見人等（　権利擁護センター　）
